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2009年度上期 決算実績2009年度上期 決算実績
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２００９年度上期 決算業績

（百万円）

（為替レート） （106円/＄） (96円/$) (10円/$円高） (95円/$) (1円/$円安）

９３７７

９４３６

▲ ５８

２７８３４

０８年度

上期実績

１１７３

１８６３

▲ ６９０

１７３５２

０９年度

上期実績
増減

▲ ８２０４

▲ ７５７２

▲ ６３１

▲ １０４８２

営業利益

営業外損益

売上高

経常利益 ６００

１２００

▲ ６００

１６６００

09年度上期

09/4予想
増減

＋ ５７３

＋ ６６３

▲ ９０

＋ ７５２

６３８５４２４ ▲ ４７８５当期純利益 ３００ ＋ ３３８

<参考>
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09/4予想からの変化内容

内 容

▲ ２計

▲ ２・操業度（スポンジチタン減産強化）マイナス

要因

＋ ８＋ ７計

＋ ６＋ ７合計

＋ ２

＋ ４

＋ ２

＋ ７・高純度チタン 及び 鉄鋼添加用

スポンジチタン

・償却費(設備投資抑制)

・コスト合理化（補修費他）

プラス

要因

営業利益売上高

影響額

（億円）

5

Ｂ／Ｓの概要

「総資産」：前年度末比 △36億円の減 （09/3E 969 → 09/9E 933億円）

資
産
の
部

負
債
及
び
資
本
の
部

流動資産 △23億円減

固定資産 △13億円減

・手許資金の増(短期運用有価証券含む) ＋ １億円
・売上債権の減 △ ２３億円
・棚卸資産の増 ＋ ３億円

負債の部 △27億円減

純資産の部 △9億円減

・借入金の増 ＋ １００億円 09/9E借入残高
・買入債務の減 △ ２６億円 344億円
・設備未払の減 △ ８８億円
・未払法人税等の減 △ １０億円

・有形固定資産の減 △ １３億円

・利益剰余金の減 △ ８億円

※自己資本比率 09/3Ｅ 48.7 → 09/9E 49.7%



6

Ｃ／Ｆの概要

（億円）

手許資金残高 09/3E 33  → 09/9E 34

＋ １現金及び現金同等物増減

＋ ８０財務活動によるＣ／Ｆ

＋ １００
△ １５

△ ５

借入金増減

配当金

リース債務返済

△ １３１投資活動によるＣ／Ｆ

△ １３０

△ １

有形固定資産取得

その他

＋ ５２営業活動によるＣ／Ｆ

＋ ６８

△ １５

△ １

税前償却前利益

税支出

その他

０９／上実績

7
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2009年度 通期業績見通し2009年度 通期業績見通し

9

（百万円）

（為替レート） （101円/＄） (93円/$) (8円/$円高） (95円/$） (2円/$円高）

１４１７３

１４６９３

▲ ５２０

５２０８８

08年度

実績

▲ ４００

１０００

▲１４００

３１５００

09年度

見通し
増減

▲ １４５７３

▲ １３６９３

▲ ８７９

▲ ２０５８８

営業利益

営業外損益

売上高

経常利益 ２０００

３１００

▲ １１００

３５５００

09年度

09/4予想
増減

▲ ２４００

▲ ２１００

▲ ３００

▲ ４０００

▲ ４００８２４７ ▲ ８６４７当期純利益 １１４０ ▲ １５４０

<参考>

配当（円/株） ８０ １５ ▲ ６５ １５ ―

2009年度 通期業績見通し



10

09/4予想からの修正内容

内 容

▲２９▲ ４０計

▲ ６

▲ ７

▲ ３

▲ １１

▲ ２

▲ ３０

▲ ７

▲ ３

・数量構成

・販売価格

・為替レート(95円/$→93円/$)

・棚卸資産評価損(低価法)

・他

マイナス

要因

＋ ８計

▲ ２１▲ ４０合計

＋ ５

＋ ３

・償却費(設備投資抑制)

・コスト合理化（補修費他）

プラス

要因

営業利益売上高

影響額

（億円）
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事業別売上高 及び 営業利益

▲１１１９３

▲ ２５００

▲ ２２００

３２００

８９９３

５７００

チタン事業

半導体・高機能材料事業

▲ １３６９３１０００１４６９３営業利益

３１５００

１８４００

１３１００

０９年度

見通し

▲ ２０５８８５２０８８売上高

▲ １７８０５

▲ ２７８３

３６２０５

１５８８３

チタン事業

半導体・高機能材料事業

増減
０８年度

実 績

（百万円）
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前年度(08)との対比

影響額

営業利益売上高
内 容

▲１１２▲１７８チタン事業 計

▲ １３７▲２０６合計

▲ ２５▲ ２８半導体・高機能材料事業 計

▲ ７

▲ ２２

▲ ２

＋ ６

▲ ４

▲ ２２

▲ ２

多結晶シリコン増、高純度チタン他減

多結晶シリコン価格

101円/$→93円/$

コスト合理化他＋６

数量構成

販売価格

為替レート

コスト

▲ ７４

▲ ３９

▲ ５

▲ １１

＋ １７

▲１３２

▲ ３９

▲ ７101円/$→93円/$

低価法適用(スポンジチタン)

コスト合理化他＋２３、償却費▲６

数量構成

販売価格

為替レート

棚卸資産評価損

コスト

（億円）

スポンジチタンの販売環境悪化

13

3568
6047

2283

13138

24192

29004515

10200
6798

16706

30239

13100

11800
10435

5779

3981

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

06 07 08 09

固定資産の償却費
（営業内 + 営業外）

（百万円）

実績 （見通し）実績実績

設備投資（土地除く）と償却費の水準

増強投資

一般投資

（参考）
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ＥＢＩＴＤＡ 及び ＥＢＩＴＤＡマージン

1738 1795 1709 2868 3933
57791790 1123 1000 2470

8368

15898

20961

10262

7052125
1300

14693

10900

0

10000

20000

30000

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

3585

※ ※
※

※

EBITDA（百万円）

※

※

3038

30000

ＥＢＩＴＤＡ ： 営業利益＋償却費(営業内)
ＥＢＩＴＤＡマージン ： ＥＢＩＴＤＡ／売上高

3248 2520
4179

11236

19831

26740

20000

10000

EBITDAﾏｰｼﾞﾝ (%)

50

40

30

20

10

※

※

※

EBITDAﾏｰｼﾞﾝ

2100

16 18 18 16

20

36

46

50

00  01      02        03       04    05      06    07         08         09

実績 ( 見通し)

* EBITDA(ｲｰﾋﾞｯﾄﾃﾞｨ-ｴ-) ： Eerning Before Interest Taxes Depreciation and Amortization

24955

48

30000

（ＦY）

11900

※

38

1000 営業利益

償却費
(営業内)

（参考）

15
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足元の市場環境足元の市場環境

(1)  チタン事業

(2)  半導体・高機能材料事業

17

足元の市場環境

<チタン事業>

世界経済の低迷によりプラント向け主体に
内外のチタン需要が大幅に縮小 し、在庫調
整が継続

09/上期国内展伸材出荷量 4362t

(前年同期比 △56％)

国内展伸材市場

国内鉄鋼生産量回復に伴い、需要減退、市
況悪化に底打ち

鉄鋼添加材市場

航空旅客需要の低迷に加え、ボーイング社
の度重なる納入遅れ

在庫調整継続、チタン需要増加時期の遅れ

輸出航空機用

展伸材市場
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日本の展伸材出荷量 ① (年度別)

9300
1082010330

96289356

686171697580
6516

5225
2910

9804
8681

7789
80418970

697273937489
6237

5906

5814

8724

1910419501

1811917669
18326

13833
14562

15069

12753

11131

0

10000

20000

99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09
実績 (予想)

（ＦＹ）

（ ｔ/年）

年 率

次項で
月別推移

輸出

国内

出典：日本ﾁﾀﾝ協会ﾃﾞｰﾀより

19

678
880

720 707
878

1328

658 576 683
716

508

968

239 257 311 204 129
315

516

683

660 659 656
657

619

908

813

433 391
457

287
586

753

1469

1124

1040

715

1068

1321

1624

1302
1233

1314

2452

1918

1366
1380

1563

1194

2437

672 648
768

491

0

1000

2000

3000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
実績

（ ｔ/月）

08/ 09/

4362 t/4-9月

年率 8724 t

輸出

国内

9873 t/4-9月

年率 19746 t

前年同期比 ５５．８％減

日本の展伸材出荷量 ② (月別)

出典：日本ﾁﾀﾝ協会ﾃﾞｰﾀより



20

民間航空機の受注・納入機数 (ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ+ｴｱﾊﾞｽ)

563
679

2106

1893

2800

1567

586 605 668
833 894 864

627

308

0

1000

2000

3000

03 04 05 06 07 08 09/1-8

0

2000

4000

6000

8000

（年率）
（462） （940）

受
注
・
納
入
機
数

（ＣＹ）

出典：日本航空機開発協会ﾃﾞｰﾀより

（機/年）

受
注
納
入

受
注

受
注

受

注

受

注

受

注

受

注
納
入

納
入

納
入

納
入

納
入 納

入

受

注

左目盛

右目盛

受
注
機
数
残

（機）
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-15

-10

-5

0

5

10

15

87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

（％）

（CY）

出典：ＩＡＴＡﾃﾞｰﾀより

7 8 9 10 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9

（月）

08/7以降の状況

（前年同期比）

湾岸戦争

東南ｱｼﾞｱ

通貨危機

9/11事件 ｲﾗｸ戦争
&

SARS騒動

09
1

（予想）

08 

輸送量(有償旅客距離)の伸び率（対前年）



22

足元の市場環境

<半導体・高機能材料事業>

09/1～3月期を底に回復基調に転じるも、

08/上期までに比べると依然低い生産水準

ユーザーで多結晶シリコンの在庫調整継続

多結晶シリコン市場価格も反転には至らず

半導体市場

世界不況の影響で需要拡大のスピードが

鈍化する一方、供給増加により需給緩和

太陽電池用多結晶シリコンも需給緩和

市況は軟化傾向

太陽電池市場
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シリコンウェ－ハ出荷面積（全世界）

4681
5149

6262 6645

7996
8660

8137

5551

3940

10 %

▲6 %

8 %

20 %

6 %

19 % 22 %

▲29 %

24 %

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

(100万平方ｲﾝﾁ/年)

出 荷 面 積

伸び率（対前年）

（CY）

予測実績

出典：SEMI ﾃﾞｰﾀより
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シリコンウェ－ハ生産量月別推移(国内)
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出典：経済産業省統計ﾃﾞｰﾀより
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中期市場環境の展望中期市場環境の展望
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中期市場環境の展望

引き続き回復基調を辿り

2011年には2007年水準超へ

半導体・高機能材料事業

2010年から緩やかに回復傾向へ

2011年から増加に転換

チタン事業

民間需要

航空機用需要
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チタン民間需要(世界)
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出典：ＩＴＡﾃﾞｰﾀより

（CY）

実績 予測
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民間航空機デリバリー機数展望
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新型機:A350,A380,B777,B787
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出典：Air Line Monitor より
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当初計画

09/7時点の見通し

＜ １号機納入時期 ＞

(機/年)

出典：Air Line Monitor より

10/10-1209/8見通し

08/5-6当初計画

「Ｂ787」のデリバリー機数展望

実績 予測
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シリコンウェ－ハ出荷面積（全世界）
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5149
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6645
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出典：SEMIﾃﾞｰﾀより
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生産能力増強計画
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0

1000

2000
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08 09 10 11

24000t

32000t

38000t

41000t

(08/10～)

7000t

チタン
(千t/年) (t/年)

10000t

多結晶シリコン

溶解(ｲﾝｺﾞｯﾄ)生産能力

+3000t

ｽﾎﾟﾝｼﾞﾁﾀﾝ生産能力

+6000t

+3000t

(09/7～)
1300t

1400t
(08/10～)

3600t
(11/4～)

+2200t
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終了終了

本資料は、金融商品取引上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の正確性

、完全性を保証するものではありません。また、本資料に記載された将来の予測等

は、説明会の時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断した予想であり、不確定

要素を含んでおります。このため、様々な要因により、実際に生じる結果が予測内

容と異なる可能性があることをご承知下さい。本資料利用によって生じるいかなる

結果につきましても、当社が責任を負うものではありません。


